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１．花巻市消防本部管内の概況 

 平成 18年 1月 1日に花巻市、大迫町、石鳥谷町、東和町の 1市 3町の合併に伴い、新「花巻市」

が誕生しました。 

当地は、岩手県内陸部のほぼ中央に位置し、面積 908.39k ㎡を有しており、県都盛岡市から約 30

㎞、仙台市から約 150㎞、東京からは約 500㎞の位置にあります。 

 地形は、西に奥羽山脈、東に北上高地、その間を流れる北上川には西から豊沢川、瀬川、葛丸川、

東から猿ヶ石川、稗貫川が合流し、北上川を中心として広がる流域の平野には穀倉地帯が形成されて

います。 

 気候は奥羽山脈、北上高地に囲まれているため内陸性の平穏な気候です。 

 市内の交通は、本県唯一の空港のいわて花巻空港が所在し、札幌空港まで約 55分、名古屋（小牧）

空港まで約 75分、大阪（伊丹）空港まで約 90分、福岡空港まで約 130分と、北海道・中部・近畿・

九州を結ぶ路線が整っています。道路は東北縦貫自動車道とこれと平行に走る国道 4号、同 456号、

本県内陸部と太平洋沿岸部を結ぶ国道 283号、同 396号、そして東北横断自動車道が開通しました。

鉄道は東京まで約 160分の東北新幹線をはじめ東北本線や釜石線と、空路、高速道、鉄道の三拍子そ

ろった高速交通の要衝になっています。 

 また、北上川を中心に肥沃な土壌の平野が広がり県内有数の穀倉地帯を形成し、園芸作物において

も地域の特性を生かした野菜、果樹栽培等の生産が盛んに行われています。 

観光においても、花巻温泉郷、花巻南温泉

峡、東和温泉など多くの温泉を有しており、

県内はもとより、高速交通網を活用して県外

からも多くの観光客が訪れる保養地になっ

ています。 

 さらに、雨ニモ負ケズ風ニモ負ケズの詩人

宮沢賢治生誕の地、また詩人で彫刻家の高村

光太郎が晩年を過ごした「花巻」。貴重な高

山植物の生育地として知られる早池峰山と

神楽とワインの里「大迫」。日本三大杜氏の

一つである南部杜氏発祥の地「石鳥谷」。近

代美術の先駆者萬鉄五郎の誕生の地であり、

ウォータースポーツの盛んな田瀬湖を有す

る「東和」など、花巻市は豊かな自然、歴史、

文化を持ち、これらを基盤として活発な交流

を展開させ、積極的に地域の発展整備が続け

られております。 
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２．花巻市消防本部発足とあゆみ 

（１）常備消防機関の沿革 

年  月 記      事 

昭和２７年 ４月 

昭和２９年 ４月 

 

昭和３０年 ７月 

昭和３３年 ３月 

昭和４３年１２月 

昭和４８年 ６月 

昭和４９年 ３月 

花巻町消防団常備部が誕生 

花巻町、湯口村、湯本村、矢沢村、宮野目村、太田村の１町５ヶ村が合併、花

巻市となり消防本部、消防署を設置 

笹間村を合併する 

消防庁舎を城内１－４３に新築 

救急業務を開始 

花巻空港の警備を開始 

花巻市消防本部、消防署廃止 

 

（２）花巻地区消防事務組合の発足とあゆみ 

○組合の組織        花巻市、石鳥谷町、東和町、大迫町の１市３町をもって組織する 

○組合の共同処理する事務  関係市町の消防に関する事務、ただし消防団に関する事務及び消防水

利に関する事務を除く 

年  月 記      事 

昭和４９年 ４月 

 

 

８月 

昭和５０年 ３月 

４月 

５月 

昭和５１年 ４月 

８月 

昭和５２年 ４月 

１１月 

 

 

昭和５３年 ２月 

７月 

昭和５４年 ４月 

昭和５６年 ４月 

昭和５８年 ４月 

昭和５９年 ９月 

昭和６０年１０月 

１本部、１署、３分署の組織で発足 

石鳥谷町、東和町、大迫町に分署開設、消防、救急業務開始 

職員１３名採用（条例定数９９名、実員６６名） 

職員１２名採用（条例定数９９名、実員７８名） 

石鳥谷、東和、大迫の各分署庁舎落成 

職員６名採用（条例定数９９名、実員８４名） 

消防相互応援に関する協定（県内１４消防本部） 

職員６名採用（条例定数９９名、実員９０名） 

消防庁舎（消防本部、署）建設事業着手 

職員１０名採用。（条例定数９９名、実員９９名） 

花巻温泉分遣所庁舎落成、業務開始 

東北自動車道供用開始に伴う救急業務を開始 

東北自動車道相互応援協定（盛岡、北上、胆沢、両磐） 

職員定数条例改正１０３名となる 

消防本部、署新庁舎落成、業務開始 

職員５名採用（条例定数１０３名、実員１０２名） 

職員３名採用（条例定数１０３名、実員１０３名） 

職員２名採用（条例定数１０３名、実員１０３名） 

日本消防協会より救急自動車贈呈される（東和分署） 

石鳥谷分署、車庫増築 
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昭和６１年 ４月 

１２月 

昭和６２年 ８月 

昭和６３年 ４月 

平成 元年１０月 

１２月 

平成 ２年 ４月 

１０月 

平成 ３年 ４月 

平成 ４年 ２月 

３月 

１１月 

平成 ５年 ４月 

５月 

１１月 

平成 ６年 ４月 

１０月 

１１月 

平成 ７年 ４月 

 

９月 

１０月 

１１月 

 

 

 

平成 ８年 ２月 

３月 

４月 

５月 

 ６月 

１０月 

１１月 

平成 ９年 ２月 

４月 

１０月 

１１月 

 

平成１０年 ３月 

４月 

職員１名採用（条例定数１０３名、実員１０２名） 

東和分署庁舎移転落成 

日本消防協会より救急自動車贈呈される（花巻温泉分遣所に配置） 

職員３名採用（条例定数１０３名、実員１０３名） 

日本損害保険協会より水槽付ポンプ車贈呈される 

職員定数条例改正１１０名となる 

職員７名採用（条例定数１１０名、実員１０８名） 

花巻南温泉分遣所庁舎落成、業務開始 

職員２名採用（条例定数１１０名、実員１１０名） 

消防本部通信指令室改修 

消防緊急通信指令施設導入（Ⅱ型）運用開始 

職員定数条例改正１２０名となる 

職員８名採用（条例定数１２０名、実員１１４名） 

救急救命士免許取得１名（第１号） 

花巻空港及びその周辺における消火救難活動に関する協定 

職員４名採用（条例定数１２０名、実員１１５名） 

組合発足２０周年記念式典実施 

救急救命士免許取得１名（計２名） 

職員５名採用（条例定数１２０名、実員１２０名） 

高規格救急自動車運用開始（消防署） 

石鳥谷分署及び大迫分署の救急車改造並びに高度救命資機材整備 

石鳥谷分署、東和分署及び大迫分署の気象観測機器更新整備 

職員定数条例改正１４３名となる 

救急救命士免許取得１名（計３名） 

岩手県緊急消防援助隊発足（救急部隊登録） 

防災講演会開催（社団法人日本損害保険協会共催） 

消防署に小型動力ポンプ付水槽車（Ⅱ型）を更新配置。 

東和分署に高規格救急自動車を配置 

職員１０名採用（条例定数１４３名、実員１２７名） 

救急救命士免許取得１名（計４名） 

花巻空港福岡線開設 

岩手県防災ヘリコプター応援協定 

救急救命士免許取得２名（計６名） 

花巻温泉分遣所に高規格救急自動車を配置 

職員７名採用（条例定数１４３名、実員１３３名） 

石鳥谷分署に指令車を更新配置 

救急救命士免許取得１名（計７名） 

消防署に水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ａ型を更新配置 

大迫分署に高規格救急自動車を配置 

職員７名採用（条例定数１４３名、実員１３８名） 
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５月 

７月 

１１月 

１２月 

平成１１年 １月 

４月 

１１月 

１２月 

平成１２年 ４月 

５月 

１１月 

１２月 

平成１３年 ３月 

４月 

５月 

１１月 

平成１４年 ４月 

５月 

１２月 

平成１５年 ４月 

５月 

平成１６年 ３月 

 

 

 

 

４月 

 

５月 

平成１７年 ４月 

１０月 

 

１２月 

救急救命士免許取得１名（計８名） 

消防本部に査察車を更新配置 

救急救命士免許取得２名（計１０名） 

消防署に災害対応特殊高規格救急自動車配置 

石鳥谷分署に高規格救急自動車を配置 

職員２名採用（条例定数１４３名、実員１３９名） 

救急救命士免許取得１名（計１１名） 

消防署に救助工作車を更新配置（社団法人日本損害保険協会寄贈） 

職員４名採用（条例定数１４３名、実員１４２名） 

救急救命士免許取得１名（計１２名） 

救急救命士免許取得１名（計１３名） 

石鳥谷分署に水槽付消防ポンプ自動車Ａ－Ⅱ型を更新配置 

防災講演会開催（花巻市等の共催） 

職員３名採用（条例定数１４３名、実員１４３名） 

救急救命士免許取得１名（計１４名） 

救急救命士免許取得１名（計１５名） 

条例定数１４３名、実員１４２名 

救急救命士免許取得１名（計１６名） 

救急救命士免許取得１名（計１７名） 

職員５名採用（条例定数１４３名、実員１４３名） 

救急救命士免許取得１名（計１８名） 

消防本部に高機能消防指令センター開所 

花巻南温泉分遣所に高規格救急自動車を配置 

消防事務組合発足３０周年記念式典を実施 

消防署に高規格救急自動車を更新配置 

花巻空港化学消防自動車操作委託業務契約終了 

職員３名採用（条例定数１４３名、実員１４３名） 

緊急消防援助隊登録（消火部隊） 

救急救命士免許取得１名（計１９名）  

条例定数１４３名、実員１４２名 

救急救命士免許取得１名（計２０名）  

東和分署に高規格救急自動車を更新配置 

花巻温泉分遣所に災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型を更新配置 

大迫分署に水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ－Ａ型を更新配置 

花巻地区消防事務組合解散式を挙行 
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（３）花巻市消防本部の発足 

年  月 記      事 

平成１８年 １月 

 

４月 

１０月 

平成１９年 ４月 

 

１０月 

平成２０年 ３月 

４月 

４月 

６月 

８月 

１０月 

平成２１年 ２月 

３月 

４月 

 ７月 

１２月 

平成２２年 ４月 

５月 

７月 

１２月 

 

平成２３年 ３月 

 

 

 

４月 

 

６月 

１２月 

平成２４年 ２月 

３月 

４月 

７月 

１２月 

平成２５年 ３月 

花巻市、大迫町、石鳥谷町、東和町が合併し、新「花巻市」が誕生 

花巻市消防本部発足（条例定数１４３名、実員１４２名） 

職員１名採用（条例定数１４３名、実員１４３名） 

救急救命士免許取得１名（計２１名） 

職員４名採用（条例定数１４８名、実員１４３名） 

緊急消防援助隊登録(消火部隊、化学車隊) 

救急救命士免許取得者２名（計２３名） 

消防署に災害対応特殊化学消防ポンプ自動車Ⅲ型を更新配置 

職員５名採用（条例定数１４８名、実員１４６名） 

緊急消防援助隊登録（災害支援隊） 

岩手宮城内陸地震発生に伴い、相互応援協定により被災地に救急隊出動 

救急救命士免許取得者２名（計２５名） 

花巻南温泉分遣所に高規格救急自動車を更新配置 

災害後方支援車を新規配置 

花巻温泉分遣所 新庁舎落成 

職員６名採用（条例定数１４８名、実員１４５名） 

救急救命士免許取得者２名（計２７名） 

花巻温泉分遣所に高規格救急自動車を更新配置 

職員１０名採用（条例定数１４８名、実員１４５名） 

大迫分署に高規格救急自動車を更新配置 

救急救命士免許取得者３名（計３０名） 

花巻中央消防署に水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ－Ａ型を更新配置 

水槽付消防用自動２輪車を新規配置 

東日本大震災に伴い釜石・大槌地区に救急隊応援派遣 

石鳥谷分署移転新築整備 

消防署第２車庫新築整備 

消防署救急専用室整備 

組織改編により花巻中央消防署、花巻北消防署の２署体制とする。 

職員４名採用（条例定数１４８名、実員１４５名） 

救急救命士免許取得者２名（計３２名） 

花巻北消防署に高規格救急自動車を更新配置 

花巻中央消防署に救助工作車を更新配備 

大迫分署移転新築整備 

職員３名採用（条例定数１４８名、実員１４６名） 

救急救命士免許取得者２名（計３４名） 

花巻中央消防署に高規格救急自動車を更新配備 

災害後方支援資機材搬送車を総務省消防庁より無償貸与 



 

‐6‐ 

４月 

 

７月 

平成２６年 ４月 

６月 

１１月 

平成２７年 ４月 

７月 

１１月 

平成２８年 ４月 

７月 

 １１月 

１２月 

平成２９年 １月 

３月 

 

４月 

７月 

平成３０年 ２月 

４月 

９月 

１２月 

平成３１年 １月 

４月 

 

令和 ２年 ２月 

４月 

 

令和 ３年 ３月 

４月 

１２月 

 

令和 ４年 ４月 

緊急消防援助隊登録（災害支援隊） 

職員４名採用（条例定数１４８名、実員１４８名） 

救急救命士免許取得者１名（計３６名） 

職員１１名採用（条例定数１４８名、実員１４８名） 

救急救命士免許取得者２名（計３７名） 

救急救命士免許取得者１名（計３８名） 

職員５名採用（条例定数１４８名、実員１４８名） 

救急救命士免許取得者１名（計３９名） 

消防救急デジタル無線運用開始 

職員８名採用（条例定数１４８名、実員１４８名） 

救急救命士免許取得者１名（計３８名） 

救急救命士免許取得者１名（計３９名） 

救急救命士免許取得者１名（計４０名） 

救急救命士免許取得者１名（計４１名） 

花巻北消防署に小型動力ポンプ付水槽車Ⅰ型を新規配置 

花巻中央消防署に消防指揮自動車を更新配置 

職員８名採用（条例定数１４８名、実員１４７名） 

救急救命士免許取得者２名（計４３名） 

花巻北消防署に災害特殊水槽付ポンプ自動車Ⅱ型を更新配備 

職員４名採用（条例定数１４８名、実員１４７名） 

北海道胆振東部地震に伴う緊急消防援助隊統合機動部隊及び後方支援隊の派遣 

救急救命士免許取得者２名（計４２名） 

花巻北消防署に消防指揮自動車を更新配置 

職員７名採用（条例定数１４８名、実員１４６名） 

救急救命士免許取得者３名（計４３名） 

花巻中央消防署に災害特殊水槽付ポンプ自動車Ⅱ型を更新配備 

定数条例改正（１４８名から１５１名） 

職員５名採用（条例定数１５１名、実員１４６名） 

花巻中央消防署にはしご車を更新配備 

職員６名採用（条例定数１５１名、実員１４６名） 

花巻中央消防署及び花巻北消防署に高規格救急自動車を更新配備 

東和分署に救急室兼車庫を建築 

職員５名採用（条例定数１５１名、実員１５０名） 

救急救命士免許取得者１名（計４４名） 

山岳救助隊発足（２１名任命） 
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（４）歴代消防長・消防署長 

消防長 

氏  名 在 職 期 間 

菊 池  武 昭和４９年４月１日  ～  昭和５４年３月３１日 

池 田 倉 蔵 昭和５４年４月１日  ～  昭和５７年３月３１日 

柳 田  満  昭和５７年４月１日  ～  昭和６１年３月３１日 

佐 藤 金 一 昭和６１年４月１日  ～  平成 元年３月３１日 

本 舘 源 吾 平成 元年４月１日  ～  平成 ３年３月３１日 

村 田  祥 平成 ３年４月１日  ～  平成 ６年３月３１日 

佐 藤  清 平成 ６年４月１日  ～  平成 ８年３月３１日 

宮 森 誠 悦 平成 ８年４月１日  ～  平成１０年３月３１日 

平 賀  博 平成１０年４月１日  ～  平成１２年３月３１日 

髙 橋 文 雄 平成１２年４月１日  ～  平成１４年３月３１日 

大 木 直 義 平成１４年４月１日  ～  平成１６年３月３１日 

堀 岡 正 康 平成１６年４月１日  ～  平成１８年３月３１日 

髙 橋 敏 知 平成１８年４月１日  ～  平成１９年３月３１日 

平 賀 敏 夫 平成１９年４月１日  ～  平成２１年３月３１日 

伊 藤 勝 男 平成２１年４月１日  ～  平成２２年３月３１日 

菊 池 定 雄 平成２２年４月１日  ～  平成２４年３月３１日 

瀬 川 泰 正 平成２４年４月１日  ～  平成２６年３月３１日 

石 崎 信 彦 平成２６年４月１日  ～  平成２８年３月３１日 

照 井 博 美 平成２８年４月１日  ～  平成２９年３月３１日 

小田島  満 平成２９年４月１日  ～  平成３１年３月３１日 

笹 間 利 美 平成３１年４月１日  ～  令和 ３年３月３１日 

岡 田 弘 康 令和 ３年４月１日  ～  現在に至る 

 

消防署長 

氏  名 在 職 期 間 

葛 尾 清 幸 昭和４９年４月１日  ～  昭和５５年６月３日 

菊 池 茂 夫 昭和５５年６月１６日  ～  昭和６３年３月３１日 

太 田  昭 昭和６３年４月１日  ～  平成 ２年３月３１日 

佐 藤 清 六 平成 ２年４月１日  ～  平成 ５年３月３１日 

白 藤 敬 造 平成 ５年４月１日  ～  平成 ８年３月３１日 

伊 藤 清 蔵 平成 ８年４月１日  ～  平成１１年３月３１日 

久保田 芳 男 平成１１年４月１日  ～  平成１２年３月３１日 
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古 川  浩 平成１２年４月１日  ～  平成１３年３月３１日 

高 橋  功 平成１３年４月１日  ～  平成１４年３月３１日 

照 井 順 三 平成１４年４月１日  ～  平成１５年３月３１日 

藤 井 直 美 平成１５年４月１日  ～  平成１６年３月３１日 

伊 藤 勝 男 平成１６年４月１日  ～  平成１９年３月３１日 

菊 池 定 雄 平成１９年４月１日  ～  平成２２年３月３１日 

畠 山  誠 平成２２年４月１日  ～  平成２３年３月３１日 

 

花巻中央消防署長 

氏  名 在 職 期 間 

畠 山  誠 平成２３年４月１日  ～  平成２５年３月３１日 

梅 木 富 雄 平成２５年４月１日  ～  平成２６年３月３１日 

小 原  司 平成２６年４月１日  ～  平成２８年３月３１日 

戸 来 清 彦 平成２８年４月１日  ～  平成３１年３月３１日 

照 井 博 幸 平成３１年４月１日  ～  現在に至る 

 

花巻北消防署長 

氏  名 在 職 期 間 

(兼)菊 池 定 雄 平成２３年４月１日  ～  平成２３年４月３０日 

石 崎 信 彦 平成２３年５月１日  ～  平成２４年３月３１日 

梅 木 富 雄 平成２４年４月１日  ～  平成２５年３月３１日 

髙 橋 千代志 平成２５年４月１日  ～  平成２７年３月３１日 

浅 沼 清 孝 平成２７年４月１日  ～  平成２８年３月３１日 

田 井 正 一 平成２８年４月１日  ～  平成２９年３月３１日 

多 田 成 樹 平成２９年４月１日  ～  平成３０年３月３１日 

桐 田 守 朗 平成３０年４月１日  ～  令和２年３月３１日 

藤 原 秀 孝 令和 ２年４月１日  ～  現在に至る 

 


